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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）視覚残像時間を提供するステップと、
　（ｂ）第１の時刻で液晶表示器上に第１の画面を提供し、この場合、前記液晶表示器の
ピクセル要素が第１の強度レベルを有するステップと、
　（ｃ）第２の時刻で前記液晶表示器上に第２の画面を提供し、この場合、前記ピクセル
要素が第２の強度レベルを有するステップと、
　（ｄ）前記第１の時刻から前記第２の時刻までの変化幅で前記第１の強度レベルから前
記第２の強度レベルまでの変化幅を割ってスロープを計算するステップと、
　（ｅ）前記スロープを、最大カラー改変速度として、提供するステップと、
　（ｆ）前記視覚残像時間と前記最大カラー改変速度との乗積を計算して、前記視覚残像
時間中に前記液晶表示器が達成し得る最大カラー改変幅を、しきい値として得るステップ
と、
　（ｇ）隣接する画面間における前記液晶表示器の前記ピクセル要素の強度レベル改変幅
を計算するステップと、
　（ｈ）前記しきい値と前記強度レベル改変幅とを比較して、もし前記しきい値が前記強
度レベル改変幅よりも小さければ、前記ピクセル要素にはゴースト効果が生ずるとするス
テップと
　を備えてなる、液晶表示器のゴースト効果の検出方法。
【請求項２】



(2) JP 4741380 B2 2011.8.3

10

20

30

40

50

　前記ゴースト効果には軌跡効果及びブリンキング効果が含まれ、及び／又は、前記視覚
残像時間が０よりも大きくて２０ミリセカンドよりも小さい、請求項１記載の検出方法。
【請求項３】
　実時間方式で前記液晶表示器に応用され、そして擬似コードで表される、請求項１記載
の検出方法。
【請求項４】
　（ａ）視覚残像時間を提供するステップと、
　（ｂ）第１の時刻で液晶表示器上に第１の画面を提供し、この場合、前記液晶表示器の
ピクセル要素が第１の強度レベルを有するステップと、
　（ｃ）第２の時刻で前記液晶表示器上に第２の画面を提供し、この場合、前記ピクセル
要素が第２の強度レベルを有するステップと、
　（ｄ）前記第１の時刻から前記第２の時刻までの変化幅で前記第１の強度レベルから前
記第２の強度レベルまでの変化幅を割ってスロープを計算するステップと、
　（ｅ）前記スロープを、最大カラー改変速度として、提供するステップと、
　（ｆ）前記視覚残像時間と前記最大カラー改変速度との乗積を計算して、前記視覚残像
時間中に液晶表示器が達成し得る最大カラー改変幅を、しきい値として得るステップと、
　（ｇ）隣接する画面間における前記液晶表示器の前記ピクセル要素の強度レベル改変幅
を計算するステップと、
　（ｈ）前記しきい値と前記強度レベル改変幅とを比較して、もし前記しきい値が前記強
度レベル改変幅よりも小さければ、前記ピクセル要素の強度レベル改変幅を前記しきい値
に修正するステップと
　を備えてなる、液晶表示器のゴースト効果の消去方法。
【請求項５】
　実時間方式で前記液晶表示器に応用され、そして擬似コードで表される，請求項４記載
の消去方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示器のゴースト効果を検出及び消去する方法に関し、特に、フィルム・
トランジスタ液晶表示器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示器（ＬＣＤ）は既に卓上型計算機、筆記型計算機、テレビ及びその他の種類の
表示装置に応用されており、製造技術の発展に伴い、液晶表示器の応用範囲及び製造され
る製品は未来において持続的に成長及び発展が期待されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、伝統的な陰極線管（ＣＲＴ）表示器又は最近のプラズマ表示器と比較し
た場合、液晶表示器の使用上における最大な欠点は、比較的緩慢な応答速度を有すること
にあり、この欠点は液晶表示器の素子構造によりもたらされた事に起因している。
　液晶表示器のあらゆるピクセルはカラー・フィルタにより形成され、各ピクセルはそれ
ぞれ赤色、緑色及び青色を生じる三つのサブ・ピクセルにより形成される。そして各ピク
セルの応答時間は制御を行うトランジスタのターン・オンと戻りのターン・オフの時間に
より決定される。過度に緩慢なトランジスタ応答速度は、液晶表示器を使用してビデオ・
ゲーム又はムービを表示するときの効果に影響する。つまり、ビデオ・ゲーム又はムービ
における移動物体の速度が余りにも速いために、一部のピクセルのトランジスタが応答で
きなくなる事態をきたす。使用者に、ビデオ・ゲーム又はムービ中の移動物体を見た時に
、該移動物体のエッジにおいて移動及びブリンキング効果により生じた軌跡（通常この軌
跡をゴースト効果という。）を見させてしまう。したがって、液晶表示器の製造技術にお
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いて、液晶表示器に高画質な映像を表示したい場合、ゴースト効果の問題を解決しなけれ
ばならない。
　液晶表示器はハードウェア方面の改善においてゴースト効果をきたす応答時間を既に大
幅に短縮したが、その代価としてメーカは比較的高い製造コストを払わなければならない
。他方、市場では大サイズ液晶表示器の需要が日増しに増加しているが、大サイズで短応
答時間の液晶表示器を製造するには大サイズの液晶表示器のゴースト効果を消去できない
ために、技術的に極めて困難である。特に目前の市場では効果的にゴースト効果を検出及
び消去できる方法が存在していない。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　したがって、出願人は従来の技術の欠点にかんがみ、鋭意試験及び研究を重ねた結果、
ついに本発明に係る「液晶表示器におけるゴースト効果の検出及び消去方法」を案出した
。
【０００５】
　上記課題を解決するために、本発明は映像ディジタル処理技術を使用して液晶表示器の
ゴースト効果を検出し消去する。本発明により提出された演算法は極めて簡単であると共
に、実現上複雑でない。本発明の技術を使用することにより、通常の廉価かつ相対的に長
い応答時間を有する液晶表示器を極めて優れた表示品質を有するように向上させることが
できるので、本発明は高品質な液晶表示器の製造コストを効果的にダウンすることができ
る。
【０００６】
　本発明により提案された液晶表示器のゴースト効果の検出方法及び消去方法は、液晶表
示器を有する映像入力データ端末に直接応用されると共に、液晶表示器の制御を集積回路
（ＩＣ）内で実現することができる。
【０００７】
　本発明は液晶表示器におけるゴースト効果の検出方法を提案するものであって、視覚残
像時間を提供するステップと、第１の時刻で液晶表示器上に第１の画面を提供し、この場
合、前記液晶表示器のピクセル要素が第１の強度レベルを有するステップと、第２の時刻
で前記液晶表示器上に第２の画面を提供し、この場合、前記ピクセル要素が第２の強度レ
ベルを有するステップと、前記第１の時刻から前記第２の時刻までの変化幅で前記第１の
強度レベルから前記第２の強度レベルまでの変化幅を割ってスロープを計算するステップ
と、前記スロープを、最大カラー改変速度として、提供するステップと、前記視覚残像時
間と前記最大カラー改変速度との乗積を計算して、前記視覚残像時間中に前記液晶表示器
が達成し得る最大カラー改変幅を、しきい値として得るステップと、隣接する画面間にお
ける前記液晶表示器の前記ピクセル要素の強度レベル改変幅を計算するステップと、前記
しきい値と前記強度レベル改変幅とを比較して、もし前記しきい値が前記強度レベル改変
幅よりも小さければ、前記ピクセル要素にはゴースト効果が生ずるとするステップとを備
えてなる。
　また、本発明は液晶表示器におけるゴースト効果の消去方法を提案するものであって、
視覚残像時間を提供するステップと、第１の時刻で液晶表示器上に第１の画面を提供し、
この場合、前記液晶表示器のピクセル要素が第１の強度レベルを有するステップと、第２
の時刻で前記液晶表示器上に第２の画面を提供し、この場合、前記ピクセル要素が第２の
強度レベルを有するステップと、前記第１の時刻から前記第２の時刻までの変化幅で前記
第１の強度レベルから前記第２の強度レベルまでの変化幅を割ってスロープを計算するス
テップと、前記スロープを、最大カラー改変速度として、提供するステップと、前記視覚
残像時間と前記最大カラー改変速度との乗積を計算して、前記視覚残像時間中に液晶表示
器が達成し得る最大カラー改変幅を、しきい値として得るステップと、隣接する画面間に
おける前記液晶表示器の前記ピクセル要素の強度レベル改変幅を計算するステップと、前
記しきい値と前記強度レベル改変幅とを比較して、もし前記しきい値が前記強度レベル改
変幅よりも小さければ、前記ピクセル要素の強度レベル改変幅を前記しきい値に修正する
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ステップとを備えてなる。
　本発明は添付図面を参照して詳細に説明することにより、より深く了解される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　（１）ゴースト効果の検出方法
　ゴースト効果を改善するために、本発明により提出された方法は、映像中のゴースト効
果が生じるピクセルを効果的に検出及び識別しなければならない。けれども、ゴースト効
果は一種の視覚現象であり、且つ異なる観察に対して異なる変化を有する。瞬速移動の映
像が液晶表示器上に出現すると、軌跡効果及びブリンキング効果の２種の異なる形態の効
果を観察することができる。この２種の効果はいずれもトランジスタの比較的遅い応答速
度によりもたらされたものであるから、２者はいずれもゴースト効果とみなすことができ
る。本発明はこの２種の効果について、この２種の効果を引起した原因背後の理論を提案
し、この理論に基づいて、ゴースト効果を引き起こすピクセルを検出及び識別する方法を
提供する。
【０００９】
　図１は本発明により提供されたゴースト効果の検出方法の説明図であり、図中、横軸は
時間、縦軸はピクセル要素の強度レベルを示す。
　この図１から分るように、既知ピクセルの赤要素の強度レベルは第１の画面ｆｎでのＲ
ｎから第２の画面ｆｎ＋１でのＲｎ＋１になる。大部分のフィルム・トランジスタ液晶表
示器にあっては、パネルは任意の第１の画面ｆｎから次の画面ｆｎ＋１（３０ｐｓ映像で
は画面の間隔は、通常３３ｍｓである）が出現する前に強度レベルを効果的に所要なレベ
ルに変換することができる。しかしながら、人の目は画面変化率を超える速さでより容易
にカラーの変化を察知することができる。
【００１０】
　また、図１に示すように、ｔｐは視覚残像時間であり、つまり脳の知覚処理時間又は人
の目の網膜が映像を保持する時間である。ｔｐは人によって異なるが、通常２０ｍｓより
も小さい。したがって、人の視覚は次の画面が出現する前にある一点上のカラーを知覚す
ることができる。また図１に示すように、液晶表示器の速度が、人の視覚が該ピクセルの
カラーを察知できる該点上において対応する足りる速さでなければ、所要なカラーＲｎ＋
１に改変することができない。この場合、人の視覚は別の異なるカラーＲ’ｎ＋１を観察
してしまい、続く次のｔｐの後に初めて必要なカラーＲｎ＋１を察知する。画面間隔にお
いて異なるカラーに対する察知は移動ピクセル上に軌跡効果を残す。この外に移動物体の
形状が不規則であれば（例えば移動の書類）、該物体のエッジにもブリンキング効果が発
生する。
【００１１】
　以上ゴースト効果の発生原因を説明したが、本発明はこの理論に基づいて、ゴースト効
果を生ずるピクセルを検出する方法を提供する。
　図１において、しきい値Ｔｈｆの値は視覚残像時間ｔｐ中、液晶表示器が達成し得る最
大カラー改変幅であるので、既知ピクセルのカラー要素の強度レベル改変幅がしきい値Ｔ
ｈｆよりも大きいと、液晶表示器は人の視覚残像時間内に所要のレベルを達成できず、こ
のため該ピクセルにゴースト効果が生ずる。そしてこの簡単な方法を使用することにより
、ゴースト効果を誘発したピクセルが映像画面内にて識別される。
【００１２】
　ゴースト効果の検出演算法を実行するために、次の式を利用してしきい値Ｔｈｆを計算
しなければならない。

　式中、ｔｐは概略の人の視覚残像時間であり、そしてＶＬＣＤｆは液晶表示器のカラー
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【００１３】
　視覚残像時間は人によって異なるので、その数値は見積りの一途しかなく、陰極線管表
示器の表示で模擬できる。例えば、８５Ｈｚのスクリーン更新率と、陰極線管の表示で模
擬された場合、ｔｐは１２ｍｓである。
【００１４】
　カラー改変の速度は応答時間にかかわり、且つ液晶表示器の製造により提供される。比
較的短い応答時間を有する液晶表示器は比較的速くカラーを改変でき、下降又は上昇に対
するカラー改変の速度は通常同一でないので、下降及び上昇のカラー要素に対して異なる
しきい値を計算する必要がある。
【００１５】
　本発明により提供されるゴースト効果の検出方法は、実時間方式で該液晶表示器の表示
映像画面に応用され、下記擬似コードにより表される。
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【００１６】
　（２）第１種のゴースト効果の消去方法
　ゴースト効果を消去するために、２種の演算法を提供する。そのうち、第１種の演算法
は画面間隔期間に２つの異なるカラーの察知することなく、ゴースト効果を消去するため
に用いられる。
　しきい値は視覚残像時間中に液晶表示器が達成し得る最大のカラー改変幅であるので、
該ピクセルの強度レベルを修正してその改変幅を該しきい値よりも小さくさせればよい。
この方法によれば、液晶表示器は視覚残像時間内に、修正した強度レベルに達することが
でき、画面間隔において更に一歩進んで該レベルを変えるのを停止する。したがって、画
面間隔において単一カラーのみを察知する。
【００１７】
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　図２は本発明により提出される第１種のゴースト効果の消去方法の説明図である。図中
、ピクセルの赤要素の強度レベルは液晶表示器が視覚残像時間ｔｐにおいて該強度レベル
を達成し得るように、Ｒ’ｎ＋１に変化する。該演算法はまた検出演出法と結合を行うこ
とができ、結合された擬似コードは以下の通りである。

【００１８】
　この実験の結果から、第１種のゴースト効果の消去方法は極めて効果的にゴースト効果
を消去、特にブリンキング効果を消去することが裏付けられる。
【００１９】
　（３）第２種のゴースト効果の消去方法
　第１種のゴースト効果の消去方法の欠点は、注意して観察しさえすれば、やはりカラー
改変を察知できることにある。これは画面間隔においてゴースト効果を引起すピクセルに
あっては、カラーが所要のレベルに改変されないからであり、第２種のゴースト効果の消
去方法の目的はこの問題を解決することにある。
　仮に、より高速に信号改変を達し得るとすれば、液晶表示器はゴースト効果が生ずる画
素に対応して画面間隔において強制的に一回又は複数回の更新を行う。
【００２０】
　図３に示すように、二つの隣接した画面（時刻はｎ及びｎ＋１）間に一又は複数の画面
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を挿入することにより、この演算法を模擬することができる。挿入された画面の強度レベ
ルは、液晶表示器が視覚残像時間において該カラーに達し得るように、前記第１種のゴー
スト効果の消去方法に基づいて進行設定される。つまり、所要のカラーを画面間隔の最終
時に達成し得るように、複数個の画面が挿入された後、液晶表示器におけるピクセル要素
の強度レベル（カラー）は、第１の時刻ｎから改変を開始し、中間の少なくとも一時刻を
経過して、連続的に第２の時刻ｎ＋１の所要レベルに改変する。図３は、それぞれ一及び
二画面を挿入した状況を示す。
【００２１】
　図４は本発明により提出される、ゴースト効果の検出及び消去方法の説明図であり、こ
の図から本発明の技術が一目瞭然に了解される。
　要するに、本発明により提出されるゴースト効果の検出及び消去方法は効果的に液晶表
示器のゴースト効果を検出及び消去することができ、その演算法は実行上簡単であるばか
りではなく、且つ複雑すぎない。同時に目前の凡ゆる液晶表示器に実行され得る一平易方
法であり、高表示品質の液晶表示器に必要な生産コストの減少に寄与する。
【００２２】
　上記実施の形態は本発明の技術的手段をより具体的に説明するためにあり、当然本発明
の技術的思想はこれに限定されず、添付のクレームの範囲を逸脱しない限り、当業者によ
る単純な設計変更、付加等はいずれも本発明の技術的範囲に属する。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明に係るゴースト効果の検出方法の説明図である。
【図２】本発明に係る第１種のゴースト効果の消去方法の説明図である。
【図３】本発明に係る第２種のゴースト効果の消去方法の説明図である。
【図４】本発明に係るゴースト効果の検出及び消去方法の説明図である。

【図１】 【図２】
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